
一面 2021年11月28日

【
第
百
五
十
四
回
本
場
所
中
日
～
七
日
目
】

１
１
月
２
８
日
に
中
日
、
七
日
目
が
行
わ

れ
、
五
日
目
ま
で
全
勝
だ
っ
た
横
綱
美
空
富

士
と
関
脇
千
代
鈴
に
土
が
つ
き
、
横
綱
若
ノ

嶋
、
横
綱
美
空
富
士
、
平
幕
の
鬼
ヶ
嶽
の
３

力
士
が
１
敗
で
優
勝
争
い
の
先
頭
に
立
っ

た
。
こ
れ
を
２
敗
で
関
脇
千
代
鈴
、
平
幕
の

大
綱
嵐
、
若
巨
、
玄
武
岩
、
麒
麟
王
、
龍
不

動
の
６
力
士
が
追
う
展
開
と
な
っ
た
。

に
今
場
所
は
力
強
い
後
援
会
の
応
援

団
が
国
技
館
に
姿
を
見
せ
て
い
な
い

。
両
者
の
立
合
い
は
五
分
だ
っ
た
が
、

若
ノ
嶋
が
前
へ
出
る
も
、
大
神
楽
は

懸
命
に
左
に
回
り
な
が
ら
左
を
差
そ

う
か
と
い
う
形
に
。
「
よ
し
っ
！
そ

こ
だ
！
」
と
磯
ノ
海
親
方
が
大
き
な

声
を
上
げ
る
。

こ
こ
で
土
俵
を
回
ら
れ
た
ら
危
な

い
と
思
っ
た
若
ノ
嶋
が
思
い
切
っ
た

上
手
投
げ
を
打
つ
と
、
そ
れ
が
も
の

の
見
事
に
決
ま
っ
て
大
神
楽
を
転
が

し
た
。
「
あ
っ
！
投
げ
ら
れ
た
！
」

と
残
念
が
る
磯
ノ
海
親
方
。
今
場
所

は
寄
り
一
本
で
勝
負
を
つ
け
て
い
た

若
ノ
嶋
だ
が
、
久
し
ぶ
り
に
切
れ
味
鋭
い
上

手
投
げ
で
苦
手
の
大
神
楽
を
一
蹴
し
た
。
若

ノ
嶋
は
1
敗
を
守
り
勝
ち
越
し
を
決
め
た
。

今
場
所
、
進
退
を
賭
け
て
臨
ん
だ
美
空

富
士
だ
が
復
活
を
思
わ
せ
る
５
連
勝
。
相
撲

内
容
は
か
つ
て
の
取
り
口
と
は
違
う
が
、
こ

れ
ま
で
と
は
ひ
と
味
違
う
力
強
い
相
撲
が
戻

っ
て
き
た
。
中
日
は
白
閃
光
と
の
対
戦
。
こ

れ
ま
で
は
一
方
的
に
前
へ
出
れ
ば
美
空
、
こ

れ
を
土
俵
を
回
り
込
ん
で
残
せ
ば
白
閃
光
に

勝
機
あ
り
と
い
う
相
撲
が

多
か
っ
た
。

今
場
所
初
め
て
美
空
の

相
撲
を
間
近
で
応
援
す
る

桐
壺
親
方
。
美
空
に
と
っ

て
は
こ
の
上
な
い
力
に
な

る
。
白
閃
光
は
全
勝
の
横

綱
に
ひ
と
泡
吹
か
せ
よ
う

と
意
気
込
ん
で
土
俵
に
上

が
る
。
注
目
の
一
番
は
美

空
が
低
い
体
勢
か
ら
一
気

に
正
面
土
俵
に
寄
り
た
て

る
。
勝
負
あ
っ
た
か
に
思

え
た
が
、
白
閃
光
が
正
面

土
俵
に
つ
ま
る
と
、
さ
っ

↑七日目、復活を賭ける美空と大関獲りの千代鈴が一敗同士で激突。

美空の激しい寄りに回り込んでの差し返しを図ったが及ばず土俵を

割った。

と
飛
ぶ
よ
う
に
し
て
左
を

差
す
な
り
逆
襲
。
向
正
面

に
寄
っ
て
行
っ
て
、
最
後

は
下
手
か
ら
の
投
げ
を
み

せ
る
と
美
空
は
た
ま
ら
ず

土
俵
に
手
を
つ
い
た
。
美

空
は
中
日
に
初
黒
星
を
喫

し
た
。

七
日
目
の
相
手
は
大
関

を
狙
う
千
代
鈴
と
の
一
番
。

千
代
鈴
も
中
日
に
土
が
つ

き
、
と
も
に
１
敗
同
士
の
対
戦
。
美
空
が
立
合
い
か

ら
寄
る
も
千
代
が
左
を
差
し
て
寄
り
返
す
。
そ
こ
か

ら
千
代
が
下
手
投
げ
を
打
つ
が
、
自
ら
も
前
の
め
り

に
な
っ
て
土
俵
に
つ
く
。
協
議
の
結
果
、
同
体
で
取

り
直
し
。
取
り
直
し
の
一
番
も
左
を
差
し
た
千
代
だ

っ
た
が
、
差
さ
れ
な
が
ら
も
美
空
が
前
に
出
て
正
面

土
俵
に
寄
り
切
っ
た
。
今
場
所
の
美
空
の
強
さ
は
左

を
差
さ
れ
て
も
前
へ
出
る
と
こ
ろ
。
そ
れ
が
こ
の
一

番
で
も
出
た
形
と
な
っ
た
。
美
空
は
１
敗
を
守
り
、

千
代
は
連
敗
と
な
っ
た
。

３
連
敗
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
春
ノ
翔
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
、
連
勝
し
て
こ
こ
ま
で
２
勝
３
敗
。
こ
こ
か

ら
本
来
の
相
撲
を
見
せ
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
中
日

若
ノ
嶋
は
五
日
目
ま
で
出
羽
翼
に
敗
れ
た

１
敗
の
み
で
、
５
戦
全
勝
の
美
空
富
士
と
千

代
鈴
を
追
走
す
る
。
中
日
の
相
手
は
魁
電
。

魁
電
は
こ
こ
ま
で
２
勝
３
敗
と
大
関
復
帰
に

必
要
な
８
番
勝
つ
た
め
に
は
こ
れ
以
上
負
け

ら
れ
な
い
。
過
去
の
対
戦
成
績
は
若
ノ
嶋
の

４
勝
３
敗
と
拮
抗
し
て
い
る
。
立
合
い
は
魁

電
が
低
く
左
を
浅
く
差
す
体
勢
と
な
っ
た
が

若
ノ
嶋
は
か
ま
わ
ず
前
へ
出
て
そ
の
ま
ま
正

面
土
俵
に
寄
り
切
っ
た
。
若
ノ
嶋
の
速
攻
の

勝
利
と
な
っ
た
。
魁
電
は
４
敗
と
な
り
、
こ

の
時
点
で
来
場
所
の
大
関
復
帰
は
な
く
な
っ

た
。続

く
七
日
目
は
大
神
楽

と
の
一
番
。
対
戦
成
績
は

若
ノ
嶋
の
４
勝
９
敗
と
合

い
口
の
悪
い
相
手
。
「
左

を
差
せ
れ
ば
な
ぁ
！
」
と

磯
ノ
海
親
方
。
た
だ
、
大

神
楽
と
し
て
残
念
な
こ
と

一
敗

若
ノ
嶋
、
美
空
富
士

鬼
ヶ
嶽

二
敗

千
代
鈴
、
大
綱
嵐

若

巨
、
玄
武
岩

↓若嶋は苦手大神楽を上手投げで一閃。若ノ嶋

の上手投げは第１４５回初日の源氏丸戦以来

４年ぶりの椿事。

白閃光○(下手投げ)●美空富


